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●1 退任によせて、奨学金受賞者 ほか

●2 令和 7年度学位記・修了証書授与式 ほか

●3 卒業生随想

●4 令和 7年度「伊勢志摩定住自立圏共生学教育プログラム」学修成果発表会、笠原正嗣教授を偲ぶ会 ほか
●5 中学校修学旅行、高等学校フィールドワークほか
●6 教学振興会寄付者芳名、クラブ応援メッセージ募金納入状況報告�ほか
●7 研究開発推進センター トピックス ほか ●8 デキゴトロジー

　
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
一
つ
の
大

学
に
身
を
置
い
て
き
た
。
学
部
生
と

し
て
学
び
、
非
常
勤
と
し
て
教
壇
に

立
ち
、
や
が
て
常
勤
と
し
て
学
生
を

送
り
出
す
側
に
な
っ
た
。

感　

謝

教
育
学
部
教
授
　
渡
邉
賢
二

志
を
灯
す
教
室
で

教
育
学
部
教
授
　
渡　

邉　
　

毅

　
本
学
に
勤
務
し
て
12
年
間
、
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
12
年
前
に
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

か
ら
心
理
学
の
知
見
を
用
い
て
教
員

養
成
が
し
た
い
と
思
い
、
皇
學
館
大

学
に
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
12
年
間

の
う
ち
、
６
年
目
か
ら
４
年
間
は
学

科
主
任
・
学
長
補
佐
、
最
後
の
３
年

間
は
学
部
長
と
し
て
勤
務
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
ん
ど
い
こ
と

は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
先

　
去
る
３
月
１
日
、
百
周
年
記
念
講

堂
に
お
い
て
、
高
等
学
校
の
卒
業
式

を
無
事
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
閉
式
の
辞
が
終
わ
り
、
緞
帳

が
降
り
た
瞬
間
、
胸
に
深
い
感
慨
が

広
が
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
今

日
の
私
を
形
づ
く
っ
て
く
れ
た
の

は
、
皇
學
館
大
学
で
の
学
び
と
、
教

職
に
就
い
て
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
高

校
野
球
の
経
験
で
す
。
な
か
で
も
、

大
学
４
年
間
、
吟
道
部
で
鍛
錬
に
励

生
方
や
事
務
助
手
に
恵
ま
れ
、
た
く

さ
ん
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
、

仕
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
が
関
わ
っ
た

ゼ
ミ
生
は
現
学
部
生
を
含
め
る
と
、

１
７
０
人
を
超
え
ま
す
。
そ
の
ゼ
ミ

生
に
も
非
常
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
明

る
く
、
学
習
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
物
事
に
真
剣
に
、
一
生
懸
命
に
取

り
組
む
姿
に
は
、
い
つ
も
感
心
し
て

い
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
ゼ
ミ
生
が
、

将
来
教
員
や
保
育
者
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
教
員
や
保
育
者
に

な
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
実
践
的

な
ス
キ
ル
や
知
識
を
な
か
な
か
獲
得

さ
せ
る
よ
う
な
指
導
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
ゼ

ミ
指
導
を
し
て
い
る
と
き
が
最
も
楽

し
い
時
間
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
生
に
も
、
実
践
的

な
力
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
教
育
・
保
育
現

場
は
、
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
変
化
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
と
知

識
を
獲
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。
12
年
間
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
任
に
よ
せ
て

　

　
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
歩
み
は
常
に

「
志
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
あ
っ

た
。
若
き
日
に
出
会
っ
た
平
泉
澄
先

生
の
歴
史
学
は
皇
国
護
持
と
道
義
を

重
ん
じ
て
生
き
る
と
は
何
か
を
問
い

続
け
る
学
問
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
生

涯
を
支
え
る
私
の
背
骨
に
な
っ
て
い

っ
た
。

　
中
学
校
で
道
徳
を
教
え
始
め
た

頃
、
偉
人
の
言
葉
に
触
れ
た
生
徒
が

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
告

げ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一

言
に
、
教
育
の
本
質
を
教
え
ら
れ
た

気
が
し
た
。知
識
を
伝
え
る
以
上
に
、

心
に
火
を
灯
す
こ
と
。
そ
れ
が
道
徳

教
育
の
喜
び
で
あ
り
、
私
を
研
究
へ

と
向
か
わ
せ
た
原
動
力
だ
っ
た
。

　
や
が
て
大
学
で
教
え
る
立
場
と
な

り
、
多
く
の
同
僚
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
教
育
実
践
と
研
究
を
重
ね
た
。
巣

立
っ
た
百
余
名
の
ゼ
ミ
学
生
が
、今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
子
供
た
ち
と
向

き
合
っ
て
い
る
。
崩
れ
か
け
た
学
級

を
立
て
直
し
た
卒
業
生
の
歓
び
に
満

ち
た
報
せ
を
聞
い
た
と
き
、
志
は
確

か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
胸

が
熱
く
な
っ
た
。

　
私
の
歩
み
は
、
決
し
て
一
人
の
力

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
と
の
出

会
い
に
導
か
れ
、
支
え
ら
れ
、
磨
か

れ
て
き
た
時
間
で
あ
っ
た
。
志
は
書

物
の
中
だ
け
で
な
く
、
人
か
ら
人
へ

と
手
渡
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
と
、
今

あ
ら
た
め
て
思
う
。

私
の
原
点皇

學
館
高
等
学
校
・
中
学
校 

校
長
　
芝
﨑
俊
也

ん
だ
日
々
は
、
時
勢
と
と
も
に
姿
を

消
し
た
今
も
、
私
の
原
点
と
し
て
息

づ
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
吟
道
部
は
、
各
地
の
大
学

と
の
交
流
が
活
発
で
、
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

新
設
さ
れ
た
記
念
講
堂
の
真
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
で
、
吟
詠
発
表
大
会
に
臨

ん
だ
あ
の
日
の
熱
気
が
、
ふ
と
胸
に

甦
り
ま
し
た
。
倉
田
山
か
ら
教
職
の

道
に
進
み
、
43
年
の
歳
月
を
経
て
、

再
び
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
教
職
人
生
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
人
生

の
巡
り
合
わ
せ
の
不
思
議
さ
と
深
い

恩
恵
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
校
長
を
拝
命
し
た
４
年
前
の
年
度

始
め
式
で
、「
こ
れ
ま
で
の
県
立
高
校

や
県
教
育
委
員
会
で
の
経
験
を
、
微

力
な
が
ら
学
校
の
振
興
に
活
か
し
て

ま
い
り
た
い
」と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

少
子
化
が
急
速
に
進
む
厳
し
い
状
況

の
な
か
、
す
べ
て
を
実
現
で
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
学

校
づ
く
り
に
向
け
、
教
職
員
と
と
も

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
歩
み
の
評
価
は
、
次
代
の
皇
學

館
を
担
う
皆
様
に
お
委
ね
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
豊
か
な

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、皇
學
館
の
さ
ら
な
る
発

展
と
、
こ
こ
に
学
ぶ
若
人
の
輝
か
し

い
未
来
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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梓

教
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教
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渡
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二

教
育
学
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教
育
学
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教
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渡
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毅

総
務
部
部
長�

堀
井　
史
仁

企
画
部
企
画
担
当
課
長�

小
津
か
お
り

学
生
支
援
部
教
務
担
当 

主
幹�

玉
田　
　
功

財
務
部
管
財
担
当
主
事�

小
瀬
古　
学

学
生
支
援
部
学
生
担
当 

書
記�

世
古　
拓
摩

学
生
支
援
部
教
職
支
援
担
当
事
務
嘱
託 

教
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

東
谷　
利
和

学
生
支
援
部
就
職
担
当
事
務
嘱
託 

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

大
陽　
智
子

学
生
支
援
部
就
職
担
当
事
務
嘱
託 

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

田
間　
敏
明

学
生
支
援
部
学
生
担
当
事
務
嘱
託 

�

岩
瀬　
勝
斗

学
生
支
援
部
学
生
担
当
事
務
嘱
託 

�

町
方　
昂
暉

学
生
支
援
部
学
生
担
当
事
務
嘱
託 

�

三
輪　
真
弘

学
生
支
援
部
学
生
担
当
事
務
嘱
託 

�

村
田　
清
佳

学
生
支
援
部
学
生
担
当
技
術
嘱
託 

�

森
本
佳
代
子

高
校
・
中
学
校� 

退
職 

高
校
・
中
学
校
校
長�

芝
﨑　
俊
也

高
校
教
諭�

井
関　
伸
芳

高
校
常
勤
講
師�

堀
尾　
幸
弘

高
校
常
勤
講
師�

西
野　
晋
弥

高
校
養
護
助
教
諭�

髙
橋　
杏
奈

中
学
校
常
勤
講
師�

安
保　
花
音

学
校
事
務
部
学
校
事
務
室 

主
事�

辻　
　
敏
晴

学
校
事
務
部
学
校
事
務
室（
中
学
校
） 

事
務
嘱
託�

三
好　
良
夫

●
長
谷
奨
学
金�（
10
万
円
）

神
道
４
年�

山
田
ひ
か
り

神
道
３
年�

内
藤
明
日
香

●
慶
光
院
俊
奨
学
金�

�

（
10
万
円
）

神
道
４
年�

島
田　
　
丞

神
道
３
年�

諸
正　
亘
哉

●
安
部
奨
学
金�（
10
万
円
）

神
道
４
年�

布
藤　
綾
乃

神
道
３
年�

荒
川
多
恵
子

神
道
２
年�

榎
木　
結
英

神
道
学
専
攻
科
１
年 

�

廣
江　
理
香

●
給
付
奨
学
金�（
10
万
円
）

国
文
３
年�
星
野　
　
愛

国
史
３
年�
髙
橋　
明
鈴

教
育
３
年�

松
阪　
美
咲

現
日
３
年�

中
野　
　
華

教
育
２
年�

眞
鍋　
志
麻

教
育
２
年�

山
根　
彩
愛

現
日
２
年�

庄
山
千
代
里

◆
神
社
本
庁
育
英
奨
学
金�

�

（
30
万
円
）

神
道
学
専
攻
科
１
年 

�

井
上　
瑞
葵

◆
神
社
本
庁
育
英
奨
学
金�

�

（
50
万
円
）

大
学
院
神
道
学
専
攻
博
士
前
期
１
年 

�

平　
　
快
人

◆
伏
見
稲
荷
大
社
奨
学
金�

�

（
24
万
円
）

神
道
４
年�

赤
堀　
寛
弥

神
道
３
年�

椙
山
も
も
香

神
道
２
年�

鈴
木　
誠
和

◆
神
宮
特
別
奨
学
金�

�

（
20
万
円
）

神
道
４
年�

西
田　
祥
乃

神
道
４
年�

松
下　
恵
吾

◆
八
坂
神
社
奨
学
金�

�

（
10
万
円
）

大
学
院
国
史
学
専
攻
博
士
前
期
２
年 

�

中
西　
　
崚

●
岡
田
奨
学
金�（
10
万
円
）

現
日
４
年�

生
田　
愛
奈

教
育
３
年�

小
川　
真
依

コ
ミ
２
年�

元
梅　
麻
美

●
館
友
会
奨
学
金�

�

（
10
万
円
）

神
道
３
年�

田
中
み
の
り

国
文
３
年�

近
藤　
理
木

国
史
３
年�

西
村　
太
一

コ
ミ
３
年�

大
西
こ
こ
ろ

教
育
３
年�

森
本　
愛
奈

現
日
３
年�

黒
田　
春
菜

●
萼
の
会
教
育
奨
励
賞�

�（
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分
）

神
道
４
年�

釜
本
奏
太
朗

国
文
４
年�

山
中　
永
羽

国
史
４
年�

間
柄　
詩
織

コ
ミ
４
年�

南
出　
基
希

教
育
４
年�

澤
村　
佳
純

教
育
４
年�

中
西　
加
奈

現
日
４
年�

大
畑　
丞
司

神
道
３
年�

小
川　
大
輝

国
文
３
年�

長
尾　
美
菜

国
史
３
年�

上
村　
優
佳

コ
ミ
３
年�

山
口　
真
央

教
育
３
年�

東
海　
里
奈

教
育
３
年�

安
藤　
大
地

現
日
３
年�

宮
田　
真
斗

神
道
２
年�

山
田　
珠
暉

国
文
２
年�

奥
井　
沙
耶

国
史
２
年�

川
島　
崚
雅

コ
ミ
２
年�

大
畑　
和
華

岡
田
奨
学
金
、終
了
に
伴
う
御
礼

　

岡
田
奨
学
金
は
、
元
学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長
、
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授 

岡
田
重
精
氏
及
び
ご
遺
族
か
ら

の
寄
贈
金
を
学
生
の
奨
学
に
資
す
る
た
め
、
平
成
14
年
４
月
１
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
建
学
の
精

神
を
体
し
、学
業
及
び
人
物
優
秀
な
者
を
対
象
と
し
て
、平
成
23
年
度
よ
り
、
２
・
３
・
４
年
次
生
及
び
大
学
院

に
１
年
間
以
上
在
学
す
る
学
生
に
本
奨
学
金
の
給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
26
年
５
月
19
日
に

ご
遺
族
の
岡
田
照
子
氏
か
ら
追
加
の
寄
贈
を
受
け
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
修
学
を
お
支
え
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
令
和
７
年
度
の
学
部
生
３
名
を
も
っ
て
資
金
の
給
付
が
完
結
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
お
お
よ
そ
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
学
部
生
45
名
、
大
学
院
生
28
名
、
計
73
名
に
及
ぶ
社
会
有
為
の

人
材
の
育
成
を
お
助
け
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度
に
退
職
さ
れ
た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
外
奨
学
金
授
与

学
内
奨
学
金
授
与
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合 格 体 験 記

令
和
７
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

５
８
０
名
が
志
を
胸
に
新
た
な
一
歩

　

３
月
18
日
、
本
学
記
念
講
堂
に
お
い
て
令
和
７
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
文
学

部
・
教
育
学
部
・
現
代
日
本
社
会
学
部
の
学
部
生
５
５
６
名
、大
学
院
生
６
名
、神
道
学
専
攻
科
生
18
名
、

計
５
８
０
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
に
先

立
ち
、
卒
業
生
ら
は
神
宮
参
拝
（
外

宮
・
内
宮
）を
行
い
、無
事
に
卒
業
を

迎
え
ら
れ
た
喜
び
を
奉
告
し
た
。

　
午
前
11
時
30
分
よ
り

始
ま
っ
た
授
与
式
で

は
、
国
歌
斉
唱
、
令
旨

奉
読
に
続
き
、
博
士
課

程
・
修
士
課
程
・
神
道

学
専
攻
科
修
了
生
お
よ

び
学
部
卒
業
生
の
代
表

が
登
壇
し
、
学
位
記
・

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。

　
式
辞
で
齋
藤
平
学
長

は
「
皆
さ
ん
が
本
学
で

学
ん
だ
専
門
分
野
の
基

底
に
は
本
学
の
建
学
の

精
神
に
う
た
わ
れ
る
神

道
が
基
盤
と
し
て
存
在

し
ま
す
。
神
道
は
、
睦

　
神
道
学
科
の
赤
堀
寛
弥
さ
ん
は
神

職
と
し
て
の
知
識
を
さ
ら
に
深
め
る

べ
く
、
大
学
院
進
学
を
決
意
し
た
。

「
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
た
４
年
間
で
、
物
事
を
深
く
考
え

る
力
が
養
わ
れ
ま
し
た
」
と
語
り
、

「
対
話
に
よ
る
安
寧
を
図
る
こ
と
が

 

皆
さ
ん
の
使
命
」

夢
を
手
繰
り
寄
せ
た
大
学
で
の
学
び

　
令
和
７
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

が
、皇
學
館
高
等
学
校
で
３
月
１
日
、

皇
學
館
中
学
校
で
は
同
月
24
日
に
厳

か
に
挙
行
さ
れ
た
。

　
高
等
学
校
の
式
辞
に
お
い
て
芝
﨑

俊
也
学
校
長
は
、
予
測
困
難
な
時
代

を
生
き
る
卒
業
生
に
向
け
、
自
ら
の

人
生
を
切
り
拓
く
た
め
に
「
物
事
の

本
質
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
」

「
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
姿

勢
」
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
語
っ

た
。
そ
の
う
え
で
、「
清
明
正
直
」の

精
神
を
体
現
し
、「
世
の
た
め
、人
の

た
め
に
何
を
も
っ
て
尽
く
す
の
か
」

　難関大をめざす方や一般入試に挑む方に
向け、私の経験をお伝えします。
　共通テストは国公立志望者にとって出願
を左右する重要な試験であり、学力だけで
なくメンタルの安定が大きく結果に影響し
ます。本番で力を発揮するには、確実に得
点源となる科目を持つこと。特に英語のリ
ーディングや社会は安定しやすく、対策問
題集で演習を重ねることが有効です。私の
場合、 2次試験の配点が大きかったため、
普段から 2次試験を軸に学習しました。過
去問は点数に一喜一憂せず、傾向把握を目
的に取り組みましょう。計10年分程度、難
関志望ならさらに多く解くと安心です。理
系は結局「数学」が合否を分けるため記述
力を含めた対策が不可欠で、日頃から思考
を言語化する練習が重要です。また高 3以
降は毎日全科目に触れ、感覚を維持しまし
た。英語は音読、数学は反復演習、理科は
理解と演習の積み重ねが効果的です。
　受験勉強は想像以上に過酷です。私自身、
高 2の春に物理で 9点、本番直前の国語で
過去最低点を取るなど絶望的な状況を何度
も経験しました。しかし、その悔しさが危
機感となり、モチベーションへと変わりま
した。 1年はあっという間です。最後まで
自分を信じ、悔いのないよう努力を続けて
ください。

内 山 真 志
【進路先】大阪大学 工学部 応用自然科学科

び
和
ら
ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
、
互
い
を

認
め
合
う
寛
容
性
を
有
し
て
い
ま

す
。
対
話
に
よ
る
安
寧
を
図
る
こ
と

が
皆
さ
ん
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
心

に
刻
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
た
。

　
卒
業
生
総
代
と
し
て
答
辞
を
読
ん

だ
田
中
琴
音
さ
ん（
国
文
）は
、「
大
学

生
活
を
通
し
て
関
心
を
抱
い
た
世
界

に
自
ら
踏
み
出
す
勇
気
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
得
ら
れ
た
学
び
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で

し
た
」と
振
り
返
り
、「
皇
學
館
で
得

た
思
い
出
と
学
び
を
糧
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
一
歩
一
歩
力
強
く
歩
ん
で

い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

「
目
に
見
え
な
い
神
様
に
仕
え
る
か

ら
こ
そ
、
ま
ず
は
目
に
見
え
る
人
に

誠
実
に
向
き
合
え
る
神
職
に
な
り
た

い
」
と
今
後
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　
教
育
学
科
の
中
島
由
香
莉
さ
ん
は

中
学
生
の
頃
か
ら
め
ざ
し
て
き
た
教

員
の
道
を
実
現
。「
仲
間
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
最
後
ま
で
全
力
で

努
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
不

安
な
時
期
に
か
け
て
も
ら
っ
た
『
絶

対
に
な
れ
る
』
と
い
う
言
葉
に
支
え

ら
れ
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。「
こ
れ

か
ら
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
繊
細

な
思
い
に
寄
り
添
え
る
教
師
に
な
り

た
い
」
と
語
り
、
充
実
し
た
学
生
生

活
へ
の
感
謝
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
現
代
日
本
社
会
学
科
の
生
田
愛
奈

さ
ん
は
公
務
員
と
し
て
の
進
路
を
叶

え
た
。「
公
務
員
コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
効
率
的
に
学
べ
た
こ
と

を
見
定
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
力
強
く
歩
ん
で
ほ
し
い
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
一
方
、中
学
校
の
式
辞
で
は
、「
問

い
を
つ
く
れ
る
人
こ
そ
が
未
来
を
つ

く
る
人
と
な
る
」
と
語
り
か
け
、
生

徒
た
ち
に
今
後
の
学
び
の
指
針
を
示

し
た
。
中
学
校
で
培
っ
た
基
礎
学
力

を
高
校
で
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、「
考
え

る
力
」「
伝
え
る
力
」「
つ
な
が
る
力
」

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
の
力
が
人
生

を
支
え
る
確
か
な
軸
に
な
る
と
説
い

た
。

　
高
等
学
校
卒
業
生
代
表
の
押
田
君

尋
さ
ん
は
、「
困
難
に
直
面
し
た
と
き

こ
そ
建
学
の
精
神
を
胸
に
刻
み
、
一

歩
一
歩
前
へ
進
ん
で
い
く
」
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
た
。
中
学
校
卒
業
生

代
表
の
石
井
佑
吾
さ
ん
は
、
仲
間
と

と
も
に
歩
ん
だ
３
年
間
を
振
り
返

り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
未
来
へ
向
か
っ
て
進
ん
で

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
卒
業
生
た
ち
は
、
多
く
の
支
え
へ

の
感
謝
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た

な
道
へ
と
力
強
く
歩
み
出
し
た
。

が
大
き
か
っ
た
」と
し
、「
授
業
を
通

し
て
現
代
日
本
の
課
題
を
多
角
的
に

理
解
で
き
た
」
と
話
し
た
。
今
後
は

「
若
者
が
地
元
に
戻
り
、活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
志
と
と
も
に
歩
み
始

め
た
５
８
０
名
。
培
っ
た
学
び
と
絆

を
胸
に
、
社
会
の
中
で
確
か
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。

総代・各種表彰者

総 代

文学研究科国史学専攻博士前期課程 野 中 　 徹
教育学研究科教育学専攻修士課程 本 木 靖 剛

神道学専攻科 東　祐 太 朗
文学部神道学科 釜本 奏太朗
文学部国文学科 山 中 永 羽
文学部国史学科 間 柄 詩 織

文学部コミュニケーション学科 南 出 基 希
教育学部教育学科 澤 村 佳 純

現代日本社会学部現代日本社会学科 澤 原 啓 子

恩賜奨学賞 文学部国文学科 今 井 拓 郎

大 宮 司 賞

文学部神道学科 赤 堀 寛 弥
教育学部教育学科 中島 由香莉

現代日本社会学部現代日本社会学科 生 田 愛 奈
理 事 長 賞 文学部コミュニケーション学科 西 野 早 紀
学 長 賞 文学部国史学科 中 村 う た

統 理 賞
神道学専攻科 河 野 美 羽

文学部神道学科 山田 ひかり
三重県神社庁長賞 文学部神道学科 西 田 祥 乃

長谷奨学賞
文学部神道学科 島 田 　 丞
文学部神道学科 高 橋 叶 多

送 辞 文学部国史学科 平 岩 和 真
答 辞 文学部国文学科 田 中 琴 音
社会福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 藤 田 蒼 平
精神保健福祉士養成校の養成課程修了者に対する協会表彰

現代日本社会学部現代日本社会学科 荒木 慎太郎
保育士養成課程の卒業生に対する会長表彰

教育学部教育学科 森島 希菜里

令和７年度�高等学校・中学校卒業証書授与式

高等学校３１４名、中学校15名が
次なるステージへ

赤堀さん（神道）中島さん（教育）生田さん（現日）

答辞を読む石井さん（中学校） 希望を胸に巣立つ卒業生（高等学校）

記念講堂で執り行われた高等学校卒業式

賞状を授与される表彰者たち

学部生総代への学位記・修了証書授与
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卒 業 生 随 想
春からそれぞれの志す道を歩き始める卒業生たち。
学生生活を振り返り、彼らの胸中に去来する
さまざまな思いを語ってもらった。

野球部のみんな、 
出会ってくれてありがとう!
現代日本社会学科 
工　藤　　岳
 就職先  信濃グランセローズ（プロ野球独立リーグ）
　大学生活での一番の思い出は、硬式野球
部での活動です。神宮出場をめざして、日々練習した毎
日は私の人生の中で非常に大切な思い出です。結果的
にはあと一歩のところで神宮出場を逃しましたが、こ
の仲間とともにプレーできたことが何よりの財産だと
思います。ここで培った経験をこの先の人生に活かし
ていきたいと思います。皇學館野球部のみんな、出会っ
てくれてありがとう! 今後の活躍を期待しています!

多くの出会いに感謝して
神道学科 
島　田　　丞
 奉職先  秋葉山本宮秋葉神社
　皇學館大学で過ごした ４年間は、私
にとってかけがえのないものでした。故
郷を離れ、不安でいっぱいだった私をいつも支えてく
れた両親をはじめ、お世話になった先生方や先輩方、友
人たちには感謝の念に堪えません。神職課程での日々
の勉学や奉仕などの実習、雅楽部の稽古や神社での奏
楽など、友人たちと切磋琢磨しながら多くを学び、経験
させていただきました。苦しかったことや辛かったこ
ともありましたが、何より共に悩んでくれる人がそば
に居てくれたからこそ、頑張り続けられたと確信して
います。多くの出会いに感謝し、大学で結ばれたご縁
を大切に、今後の奉職生活を励みたいと思います。学びと縁と夢

神道学専攻科 
河  野  美  羽
 奉職先  太宰府天満宮
　私にとってこの １年間は立ち止まる
余裕もないほど瞬く間なものでありました。
　この伊勢の地で、同じ志を持った学友と共に神道を
学ぶことのできた時間はかけがえのない時間であり、
実習等を通し互いに成長することのできた時間であっ
たと思います。
　神職を志してから ８年。多くのご縁にも恵まれ奉職
が叶い、令和 ８年度から神職としての人生が始まりま
す。大学での学びを胸に、日々神明に奉仕して参る所
存です。
　最後にはなりましたが、 １年間ご指導いただきまし
た先生方、そして共に神道を学んだ皆様へ心より感謝
を申し上げますと共に、今後何よりのご多祥をお祈り
申し上げます。

ゼミで楽しく学べたことが 
一番の思い出
国文学科 
山  口  愛  弥
 就職先  株式会社オークワ
　大学生活の ４年間はあっという間だと
感じます。特にゼミでは、教授とゼミの仲間と楽しく
学べたことが一番の思い出です。中身の濃い授業で、
大変興味深い内容でした。フィールドワークでは、「お
くのほそ道」をめぐり、実際に訪れなければ知り得な
かったことを学べ、大変貴重な経験となりました。
　また、教員免許の取得という大きな目標を達成でき
たのも、苦楽を共にした仲間の存在があったからこそ
だと深く感じています。
　この ４年間で得た数多くの学びと、かけがえない人
とのつながりを胸に社会人として世の中に役立つ人間
になれるように頑張っていきます。

人との関わりの中で
コミュニケーション学科 
田　端　　琳
 就職先  株式会社スズカ未来
　振り返ると、大学生活はこれまでの
人生で最も多くの人と関わった ４年間で
した。同じ学科の友人、ゼミの先生、部活動の仲間、
ボランティアやアルバイト先で出会った方々、そして
就職活動での出会い。私はもともと人と関わることが
得意ではなく、それが一番の悩みでもありました。し
かし、さまざまな出会いの中で少しずつ人と向き合う
ことへの不安が薄れ、視野も広がっていきました。戸
惑いや難しさを感じることもありましたが、それ以上
に楽しい時間を重ねることができたと感じています。
出会えたすべての方々に感謝し、この経験を胸に社会
へ踏み出したいと思います。

かげがえのない ６ 年間
大学院修士課程教育学専攻 
本  木  靖  剛
 就職先  学校法人不二越工業高等学校
　私は、皇學館大学で大学・大学院の
６年間を過ごしました。大学では柔道部
の活動に打ち込み、仲間と切磋琢磨しながら稽古に励
み、私自身が目標としていた全国大会に出場すること
ができました。
　大学院ではコーチとして部活動に関わり、指導の難
しさや責任を学びました。また、研究活動にも取り組
み、さまざまな経験を通して教員としての資質を高め
ることができました。
　皇學館大学で過ごした ６年間は、私にとってかけが
えのない時間です。これらの経験を与えてくれた環境
と、支えてくださった先生方、仲間、家族に心より感
謝申し上げます。

大学での学びと感謝
国史学科 
水　谷　　彩
 就職先  株式会社シー・ティー・ワイ
　この ４年間の大学生活はとても充実
しており、自分のやりたいことがそのま
ま学びと成長につながる時間でした。博物館学芸員や
図書館司書の資格取得に向けて多くの課外学習に参加
し、橿原神宮宝物館での実践的な展示作業や神道博物
館でのアルバイト、研究室の蔵書整理アルバイトなど、
ここでしか得られない貴重な経験を重ねることができ
ました。また、入学前から憧れていた松浦光修先生の
もとで学び、先生が受け持つ講義や研究部会にも積極
的に参加し、多くのことを教えていただきました。こ
れらの経験は、私にとってかけがえのない学びとなり
ました。

出会いを力に
教育学科 
飛  岡  愛  心
 就職先  JAバンク三重
　振り返ると、私の大学生活は挑戦と
出会いにあふれた ４年間でした。未経験
から始めた女子軟式野球部での活動はわからないこと
ばかりでしたが、明るく温かい仲間に支えられながら、
楽しむことの大切さと成長する喜びを知りました。新
しいことに挑戦するのは勇気が要りますが、その先に
は必ず学びや素敵な出会いがあることを実感しまし
た。また、卒業論文の執筆を通して出会った １人の女
性の生き方も、私に新たな視点を与えてくれました。
人との出会いに感謝しながら、これからも挑戦を重ね、
自分らしく歩んでいきたいです。

3 皇學館学園報 K-らいふ（全学一体 第172号）　� 令和 8年 3月31日
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３
月
10
日
、
令
和
７
年
度
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
学
修
成
果
発
表
会
が
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る
形

式
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
報
告
会
口
頭
発
表
は
令
和
７
年
度
の

活
動
か
ら
10
団
体
が
行
い
、
地
域
志
向
研
究
発
表
会
で
は
3
名
が
卒
業

論
文
を
基
に
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
4
年
間
の
学
び
を
発
表
し
た
。

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ダ
ブ
ル
受
賞

令
和
７
年
度「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」学
修
成
果
発
表
会

　
地
域
志
向
研
究
発
表
会
で
は
伊
勢

志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
副
専
攻
を

履
修
し
た
現
代
日
本
社
会
学
科
４
年

の
３
名
が
登
壇
。
岩
野
倖
汰
さ
ん
は

取
り
組
ん
だ
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
割
り

箸
鉄
砲
に
よ
る
射
的
が
好
評
を
博

し
、
保
護
者
か
ら
作
り
方
を
尋
ね
ら

れ
る
な
ど
伝
統
的
な
玩
具
が
世
代
を

超
え
た
交
流
を
生
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
た
。
佐
々
木
隆
之
介
さ
ん

は
「
伊
勢
の
和
紅
茶
」
の
販
促
活
動

に
つ
い
て
発
表
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
展

者
と
の
交
流
を
通
じ
、
主
観
に
捉
わ

れ
な
い
客
観
的
な
視
点
を
養
う
重
要

笠
原
正
嗣
教
授
を
偲
ぶ
会

教
え
子
ら
、恩
師
の
遺
志
継
ぐ
決
意

　
令
和
７
年
４
月
７
日
に
60
歳
で
逝

去
し
た
現
代
日
本
社
会
学
部
の
笠
原

正
嗣
教
授
を
偲
ぶ
会
が
、
令
和
８
年

２
月
22
日
に
本
学
倉
陵
会
館
で
執
り

行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
教
職
員
、
卒

業
生
、
在
学
生
ら
約
１
０
０
名
が
一

堂
に
会
し
、
学
部
の
発
展
と
教
育
に

心
血
を
注
い
だ
故
人
の
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
そ
の
温
か
な
人
柄
を

懐
か
し
ん
だ
。

　
本
会
は
卒
業
生
の
発
案
に
よ
り
実

　
開
催
に
あ
た
り
、
齋
藤
平
学
長
が

「
本
日
の
成
果
発
表
会
が
充
実
し
た

も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
教
育
開
発

副
セ
ン
タ
ー
長
兼
地
域
課
題
学
修
支

援
室
長
の
池
山
敦
准
教
授
が
、
現
場

で
の
学
び
を
積
み
重
ね
て
き
た
学
生

た
ち
の
発
表
を
ぜ
ひ
聞
き
届
け
て
ほ

し
い
と
述
べ
た
。

　
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
報
告
会
・
口
頭
発
表

の
部
で
は
、
10
の
団
体
が
実
践
を
通

じ
て
得
た
知
見
や
成
果
、
今
後
の
課

題
を
共
有
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

者
を
含
む
投
票
の
結
果
、
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
賞
に
は
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

選
出
さ
れ
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
年
齢
や
性

別
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
目
的
に
、
31
名
の
学
生
が
活
動
し

て
い
る
。
今
回
の
発
表
で
は
延
べ

２
３
０
０
人
を
動
員
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー

地
域
志
向
研
究
発
表
会

ツ
の
認
知
度
向
上
に
貢
献
し
た
実
績

や
、
計
８
箇
所
の
小
学
校
お
よ
び
施

設
で
実
施
し
た
出
前
授
業
・
講
座
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に

戦
略
性
を
高
め
た
種
目
「
ス
ク
エ
ア

ボ
ッ
チ
ャ
」
を
初
め
て
導
入
す
る
な

ど
、
新
た
な
挑
戦
を
重
ね
な
が
ら
活

動
を
発
展
さ
せ
て
き
た
軌
跡
を
報

告
。
登
壇
し
た
学
生
は
、
活
動
を
通

じ
て
学
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

い
た
だ
け
で
は
な
く
、
主
体
性
や
協

調
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

問
題
解
決
能
力
を
実
戦
的
に
身
に
付

け
ら
れ
た
と
手
応
え
を
語
っ
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
部
で
も
受
賞
し
、

見
事
ダ
ブ
ル
受
賞
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。

　
総
評
に
お
い
て
駒
田
聡

子
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長

は
、「
学
生
た
ち
が
伊
勢
志

摩
の
地
で
育
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま

た
、
発
表
の
中
で
『
聞
く

力
』
や
『
伝
え
る
力
』
へ

の
言
及
が
多
か
っ
た
こ
と
は
印
象
深

い
。
こ
れ
ら
の
力
は
、
将
来
必
ず
大

き
な
糧
と
な
る
」
と
述
べ
、
学
生
た

ち
の
実
践
的
な
学
び
の
姿
勢
を
高
く

評
価
し
た
。

性
を
学
ん
だ
と
話
し
た
。
澤
原
啓
子

さ
ん
は
40
数
年
に
わ
た
る
保
育
士
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
本
学
へ
社

会
人
入
学
し
た
経
験
を
も
と
に
、「
学

び
直
し
の
意
義
」
を
力
説
し
た
。
教

授
陣
の
熱
意
に
応
え
る
べ
く
、
自
ら

も
能
動
的
に
生
き
た
知
見
を
吸
収
し

よ
う
と
努
め
た
日
々
を
振
り
返
っ
た
。

　
小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会 

2026-1 in M
ie

（
主
催
／
小
学

校
英
語
教
育
学
会
三
重
支
部
・
三

重
県
小
学
校
英
語
教
育
研
究
会
、

後
援
／
皇
學
館
大
学
・
三
重
県
教

育
委
員
会・伊
勢
市
教
育
委
員
会
）

が
１
月
24
日
に
本
学
で
開
催
さ

れ
、
小
・
中
・
大
の
教
員
や
行
政

関
係
者
、
本
学
の
学
生
ら
53
名
が

参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
三
重
県
小
学
校
英

語
教
育
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
本
学

学
生
に
よ
る
、ミ
ラ
ノ・コ
ル
テ
ィ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
題
材
と
し
た

英
語
ク
イ
ズ
大
会
で
始
ま
っ
た
。

次
に
茨
木
市
立
庄
栄
小
学
校
西
野

佳
奈
教
諭
と
関
西
大
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
の
中
西
洋
平
氏
に
よ

る
「
小
学
校
英
語
授
業
に
お
け
る

楽
し
さ
を
追
究
す
る
〜
実
践
と
理

論
の
往
還
を
通
し
て
」、本
学
卒
業

生
の
三
重
大
学
教
育
学
部
附
属
小

学
校
井
上
大
教
諭
に
よ
る
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
小
学
校
英
語
授

業
」
の
発
表
が
あ
っ
た
。
早
川
優

子
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
に
は

「
今
、小
学
校
外
国
語
教
育
に
お
い

て
大
事
に
し
た
い
こ
と
〜
次
期
学

習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て
」
と

の
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
英
語
ク
イ
ズ
大
会
を
自

分
の
授
業
で
も
や
ろ
う
と
思
っ

た
」「
理
論
と
実
践
の
往
還
で
学
ぶ

形
が
新
鮮
だ
っ
た
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
授

業
に
ど
う
取
り
入
れ
て
い
く
か
参

考
に
な
っ
た
」「
次
期
学
習
指
導
要

領
改
訂
で
何
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
が
わ
か
っ
た
」「
毎
回
魅

力
あ
る
テ
ー
マ
設
定
を
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
」
等
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

文
責
／
川
村
一
代

（
本
学
准
教
授
・
小
学
校
英
語
教
育
学
会

三
重
県
理
事
・
三
重
県
小
学
校
英
語
教
育

研
究
会
会
長
）

現
し
た
。
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
筒

井
琢
磨
教
授
は
、
教
え
子
た
ち
の
熱

意
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
楽

し
い
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
る
こ
と

が
、
何
よ
り
笠
原
先
生
の
喜
び
に
な

る
」
と
語
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

の
開
会
を
促
し
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
櫻
井
治
男
名
誉

教
授
は
、
笠
原
教
授
が
社
会
福
祉
学

部
と
現
代
日
本
社
会
学
部
の
創
設
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
功
績
を
紹
介
。
特
に
学
生
の
就

職
支
援
に
対
す
る
情
熱
は
並
々
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
、
学
生
第
一
を

貫
い
た
教
育
姿
勢
を
振
り
返
っ
た
。

　
齋
藤
平
学
長
は
共
に
過
ご
し
た
日

々
を
述
懐
し
、
大
学
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
逸
材
を
失
っ
た
こ
と
へ

の
無
念
さ
を
滲
ま
せ
た
。

　
教
え
子
た
ち
か
ら
は
、
個
々
の
意

見
を
否
定
せ
ず
受
け
入
れ
る
包
容
力

や
、
進
路
に
悩
む
背
中
を
押
し
続
け

て
く
れ
た
優
し
さ
へ
の
感
謝
が
次
々

と
語
ら
れ
た
。
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の

上
映
で
は
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
写
真
の

数
々
に
歓
声
や
笑
い
声
が
上
が
り
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。
参
加
し

た
教
え
子
た
ち
は
「
先
生
の
言
葉
を

胸
に
、
社
会
人
と
し
て
恥
じ
な
い
歩

み
を
続
け
た
い
」
と
、
恩
師
の
遺
志

を
継
ぐ
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

小
学
校
英
語
教
育
学
会
三
重
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
小
学
校
外
国
語
教
育
研
究
会2026-1 in M

ie

」

　

教
科
と
な
っ
て
６
年
、次
へ
向
か
う
た
め
の「
確
認
」と「
改
善
」　

受賞を喜ぶインクルーシブスポーツ推進プロジェ
クトのメンバー

CLL活動を通じて実践的な学修に取り組んだ学生たち

「偲ぶ会」で飾られた笠原教授のご遺影

挨拶を述べる齋藤学長

令和 7年度 CLL活動� ■新規
活 動 名 発表団体

１ CLL活動運営学生スタッフ

２ ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト

３ 皇學館オリジナルグッズ制作プロジェクト

４ リニアインパクト最大化プロジェクト〜２０３７年に三重県が変わります!〜 ○

５ 鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう! ○

６ フードロスをなくせ! いちごスイーツプロジェクト〜規格外いちご「かおり野」を使用したお菓子のプロデュース〜 ○

７ 度会カフェリョクプロジェクト

８ ウツボで地産地消プロジェクト

９ TMKミライデザインプロジェクト
（玉城町明るい未来推進プロジェクト） ○

10 ほめちぎる教習所伊勢×皇學館セーフティードライブプロジェクト

11 宇治山田駅前活性化事業 ○

12 「広報いせ」特集記事制作プロジェクト ○

13 若者の投票率UP! プロジェクト

14 消防団の新たな役割発見プロジェクト ○

15 大学生による「大学生向けごみ分別啓発活動!!」

16 インクルーシブスポーツ推進プロジェクト 〜共生社会の実現を目指して〜
◎

オーディエンス賞

17 産学官連携日本酒プロジェクト

18 地域に貢献する食農教育のイベントプランナー ○

19 Generative Link A I結（あいむすび）

20 伊勢志摩TSUTAE隊 ○

21 令和の鳥羽　未来を創るのは君だ

地域志向研究発表会
発 表 者 演 題

岩 野 倖 汰（現日 ４） 私を変えた伊勢志摩

佐々木隆之介（現日 ４） 伊勢志摩定住自立圏共生学での学びについて

澤 原 啓 子（現日 ４） 伊勢志摩で学び続ける私 〜自分の目で見て耳で聞いて〜

オープニングの様子

4皇學館学園報 K-らいふ（全学一体 第172号）令和 8年 3月31日� 　
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マ
レ
ー
シ
ア
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
春
期
研
修

国
際
的
な
関
心
が
広
が
っ
た�

２
／
㉒
〜
３
／
㉒

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
年
　
河
合
真
綾

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ワ
イ
カ
ト
大
学
春
期
研
修

す
べ
て
は
自
分
次
第�

２
／
⑳
〜
３
／
⑮

教
育
学
科
２
年
　
中
村
光
里

学
校
生
活
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
経
験

大
川
絢
加

１
年
生
❖
京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク�

２
／
⑲
〜
⑳

2
年
生
❖
関
西
キ
ャ
リ
ア
探
究
Ｄ
Ｘ
研
修�

２
／
⑲
〜
⑳

■

中
高
合
同

台
湾
研
修�

３
／
⑰
〜
⑲

イ
ギ
リ
ス
短
期
語
学
研
修�

３
／
⑲
〜
㉚

■

高
等
学
校

グ
ア
ム
修
学
旅
行�

３
／
⑩
〜
⑬

■

中
学
校

高
等
学
校
・
中
学
校

探
究
の
地
図
を
広
げ
て　

グ
ロ
ー
バ
ル
＆
キ
ャ
リ
ア
研
修 

実
施
報
告

大
学

　
今
回
の
マ
レ
ー
シ
ア
留
学
は
英
語

習
得
に
加
え
、
多
民
族
国
家
な
ら
で

は
の
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る

点
に
魅
力
を
感
じ
て
決
意
し
ま
し

た
。
滞
在
中
は
異
な
る
背
景
を
持
つ

学
生
同
士
、
互
い
の
文
化
を
尊
重
し

な
が
ら
関
係
を
築
く
濃
密
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ

た
の
は
現
地
学
生
が
ア
ラ
ブ
料
理
を

振
る
舞
っ
て
く
れ
、
断
食
明
け
の
食

事
「
イ
フ
タ
ー
ル
」
を
共
に
し
た
こ

と
で
す
。
授
業
内
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
も
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
率

直
に
意
見
を
交
わ
し
、
こ
れ
ま
で
馴

染
み
の
な
か
っ
た
国
の
友
人
が
で
き

た
こ
と
で
、
そ
の
国
を
「
訪
れ
て
み

た
い
場
所
」
と
し
て
身
近
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
文

化
社
会
で
は
相
手
へ
の
敬
意
を
行
動

で
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ラ

マ
ダ
ン
中
に
教
室
で
の
飲
食
を
控
え

る
と
い
っ
た
細
や
か
な
配
慮
が
信
頼

関
係
を
築
く
鍵
に
な
る
と
学
び
ま
し

た
。
こ
う
し
た
現
地
の
方
々
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
得
た
語
学
・
生
活
・

異
文
化
理
解
の
す
べ
て
に
お
い
て
、

本
留
学
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
発
前
は
航
空
機
や
滞
在
先
な
ど

す
べ
て
が
不
安
で
、
到
着
後
３
日
間

は
ス
ト
レ
ス
か
ら
食
事
が
喉
を
通
ら

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
「
こ
こ
を
自
分
の

家
だ
と
思
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
」

と
い
う
温
か
な
言
葉
に
救
わ
れ
、
一

緒
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ

ほ
ど
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
彼
ら
か
ら
は
日
本
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
文
化

に
つ
い
て
も
っ
と
知
識
が
あ
れ
ば
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
交
流
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
が
う
ま

く
伝
わ
ら
ず
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し

た
が
、「
単
語
を
言
う
だ
け
で
会
話
は

始
ま
る
」
と
気
づ
い
て
か
ら
は
、
臆

せ
ず
話
す
勇
気
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
滞
在
中
は
日
本
に
い
る

と
き
よ
り
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
り
、

放
課
後
の
外
出
や
一
人
で
の
買
い
物

な
ど
、
小
さ
な
挑
戦
を
重
ね
、
当
初

は
長
く
感
じ
た
３
週
間
も
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
何
事

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
事
だ
と
実
感
し

た
研
修
で
し
た
。

　
言
葉
の
壁
を
越
え
、
歴
史
の
厚
み
に
触
れ
、
キ
ャ
リ
ア
の
糧
を
得
た

充
実
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
学
校
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
“
生
き

た
学
び
”
の
軌
跡
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
し
ま
す
。

グ
ア
ム
政
府
観
光
局
訪
問

（
文
化
理
解
）

　

グ
ア
ム
の
歴
史
や
文
化
の
ほ
か
、
安

全
性
を
高
め
る
た
め
に
街
の
整
備
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

旅
行
会
社
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
組
織
と
し
て
細
分
化
さ
れ
て

い
た
。
訪
問
先
の
デ
ス
ク
で
は
接
客
と

ネ
ッ
ト
対
応
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要
性

や
チ
ー
ム
に
お
け
る
連
携
の
必
要
性
を

学
ん
だ
。

　

恋
人
岬
で
は
グ
ア
ム
の
美
し
い
風
景

を
一
望
で
き
、
島
と
し
て
の
大
き
さ
や

ス
ケ
ー
ル
を
肌
で
感
じ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
で
は
日
本
の
み
な
ら
ず

ア
メ
リ
カ
側
も
ま
た
甚
大
な
被
害
を
被

っ
た
事
実
を
展
示
物
を
通
し
て
再
認
識

し
た
。
戦
争
と
は
単
純
に
被
害
者
、
加

害
者
と
二
分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
事
情
を
抱

え
て
い
る
と
理
解
で
き
た
。

　

現
地
学
生（
バ
デ
ィ
）と
の
授
業
で
は

共
に
英
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
日
本

語
を
教
え
る
機
会
も
あ
り
、
現
地
学
生

と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
食
や
夕
食
に
登
場
し
た
ス
テ
ー
キ

と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
、
肉
が
柔
ら
か
く
、
味
付

け
も
濃
く
て
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
、
至
福

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
食
べ
た
ピ
ザ
は
日

本
の
も
の
よ
り
も
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

驚
い
た
。他
の
店
や
料
理
に
つ
い
て
も
、

再
訪
の
折
に
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
た
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ
ス
ク
訪
問

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

恋
人
岬

グ
ア
ム
博
物
館

現地校（セントジョー
ンズスクール）との
交流グルメＢＢＱ マイクロネシアモール

　

私
た
ち
１
年
生
は
２
日
間
京
都
に
滞

在
し
、
い
つ
も

の
学
校
生
活
で

は
学
ぶ
こ
と
の

で
き
な
い
経
験

を
し
て
き
ま
し

た
。
事
前
に
決

め
て
い
た
座

禅
・
友
禅
染
・

◦
楊
梅
高
校
で
は
多
く
の
生
徒
と
交
流

し
、
柔
道
の
練
習
も
行
っ
た
。
言
語

の
壁
を
感
じ
つ
つ
も
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
。
英
語
で
思
う
よ
う
に

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
課
題
も
実
感

し
、今
後
の
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
た
。

◦
中
正
紀
念
堂
で
は
そ
の
壮
大
さ
と
美

し
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
台
湾
の
歴
史
と

文
化
を
肌
で
感
じ
た
。
衛
兵
交
代
式

の
迫
力
も
印
象
的
で
あ
り
、
伝
統
工

　

現
地
で
は
タ
イ
か
ら
参
加
し
て
い
た

生
徒
た
ち
と
合
同
で
英
語
レ
ッ
ス
ン
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
。
街
頭
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

生
活
を
通
し
て
生
き
た
英
語
を
学
ぶ
と

と
と
も
に
、
世
界
遺
産
の
見
学
や
観
光

を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

◦
イ
ギ
リ
ス
研
修
で
は
英
語
以
上
に
文

化
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
尊
さ
を
学

ん
だ
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
伝
え
よ

う
と
す
る
熱
意
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
語
学
学
校
で
は
タ
イ
の
友
人
と

の
交
流
を
通
じ
て
多
様
な
個
性
や
文

化
を
尊
重
す
る
喜
び
を
知
っ
た
。
現

地
講
師
へ
の
質
問
や
街
頭
ア
ン
ケ
ー

ト
で
の
市
民
と
の
交
流
は
、
人
の
温

か
さ
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
、
将
来
に
つ
な
が
る
財
産
と
な
っ

た
。

◦
語
学
学
校
で
は
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
日
本
に
は
な
い
体
験
型
の
授
業

が
多
く
、楽
し
か
っ
た
。
観
光
で
は
、

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
の
美
し
さ
が

特
に
深
く
心
に
残
り
、
ロ
ン
ド
ン
で

は
映
像
で
憧

れ
て
い
た
大

迫
力
の
建
造

物
を
目
の
当

た
り
に
し
、

と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。

【
リ
ク
ル
ー
ト
社
訪
問
】

◦
自
ら
機
会
を

創
り
出
し
、

社
会
を
動
か

そ
う
と
す
る

社
員
の
方
々

の
熱
意
に
圧

倒
さ
れ
た
。

働
く
と
は
単
な
る
業
務
の
遂
行
で
は

な
く
、
主
体
的
に
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
だ
と
学
ん
だ
。

◦
教
職
志
望
で
あ
っ
た
が
、
研
修
を
通

じ
て
他
業
種
へ
の
知
見
が
深
ま
っ
た
。

◦
社
員
の
方
が
目
標
を
持
っ
て
働
い
て

い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

【
神
戸
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
】

◦
南
京
町
散
策
で
は
活
気
あ
ふ
れ
る
異

国
情
緒
の
中
で
、
多
様
な
文
化
が
共

生
す
る
神
戸
の
町
の
包
容
力
を
肌
で

感
じ
た
。

◦
神
戸
市
内
の
自
由
散
策
で
は
チ
ャ
イ

ム
や
先
生
も
い
な
い
状
況
で
自
分
の

西
陣
織
・
清
水
絵
付
け
・
菓
子
作
り
・

組
み
紐
の
６
コ
ー
ス
か
ら
各
自
で
選
ん

だ
体
験
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
場
所

は
コ
ー
ス
ご
と
に
違
い
、
妙
心
寺
・
丸

益
西
村
屋
・
西
陣
織
会
館
・
森
陶
器
館
・

八
つ
橋
庵
か
け
は
し
・
嵐
山
レ
ス
ト
ラ

ン
で
体
験
終
了
後
、
班
別
に
現
地
解
散

し
、
自
力
で
考
え
た
計
画
通
り
に
交
通

機
関
も
利
用
し
て
京
都
を
巡
り
ま
し

芸
品
の
見
学
を
通
し
て
職
人
技
の
高

さ
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

◦
実
際
に
台
湾
を
訪
れ
、
自
分
の
目
で

見
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
で

は
得
ら
れ
な
い
現
地
の
雰
囲
気
や
人

々
の
暮
ら
し
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
文
化
の
違
い
と
共
通
点
の
双

方
に
気
づ
き
貴
重
な
学
び
と
な
っ
た
。

こ
と
は
全
部

自
分
で
す
る

こ
と
の
大
変

さ
や
自
由

さ
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

【
住
吉
大
社
参
拝
】

◦
伊
勢
神
宮
で
行
っ
て
い
る
参
拝
の
作

法
を
住
吉
大
社
で
も
実
践
で
き
た
。

み
ん
な
と
し
っ
か
り
息
を
合
わ
せ
ら

れ
、
成
長
を
感
じ
た
。

た
。
ホ
テ
ル
で
は
学
年
全
員
で
楽
し
く

食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
部
屋
で
は

話
し
た
こ
と
が
な
い
人
と
話
す
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
唯
一
無
二
の

こ
の
学
年
で
初
め
て
の
経
験
も
含
め
充

実
し
た
２
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｎ
Ｚ
・マ
レ
ー
シ
ア
で
語
学
研
修
を
実
施

　貴
婦
人
の
城
、 

リ
ー
ズ
城
に
て

記
念
写
真

ワイカト大学のキャンパス内大学内のカフェテリア
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皇
學
館
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
の
御
礼

　

令和 7年度 教学振興会寄付金納入状況報告
� 令和 8 年 3 月31日現在

区　　分
令和 7年度 平成26年度〜令和 7年度 合計

寄付件数 寄付金額（円） 寄付件数 寄付金額（円）
宗 教 界 0 0 1,280 145,205,000
企 業 1 200,000 151 11,210,000
館 友 5 155,000 2,360 29,739,000
萼の会会員 3 80,000 2,226 16,717,000
高等学校保護者 0 0 663 4,976,000
中学校保護者 0 0 213 2,185,000
一 般
（篤志家等） 3 4,040,000 68 10,851,000

本法人関係 153 2,260,000 2,132 31,870,000
合 計 165 6,735,000 9,093 252,753,000

令
和
7
年
度�

（
再
入
会
者
含
む
）

ご
入
会
者
ご
芳
名

令和 7年度
クラブ応援
メッセージ募金
納入状況報告
（令和8年３月31日現在）

区　　分 件数 納入金額（円）
宗 教 界  3 60,000
館 友 33 643,000
大 学 保 護 者  4 25,000
一 般（篤志家等）  5 60,000
本 法 人 関 係  8 138,000

合　　計 53 926,000

令和 7年度
クラブ別
配分金額状況

※各クラブへの配分
金額は、寄付金額
から手数料を差し
引いた金額となっ
ております。

指定先クラブ名 件数 配分金額（円）
１ 大学 合気道部  ２ 22,３９５
２ 大学 居合道部  １ ３,０００
３ 大学 駅伝競走部  １ ３,０００
４ 大学 空手道部  １ ９,７７０
５ 大学 弓道部  ７ 80,７７０
６ 大学 剣道部  ２ ４,０００
７ 大学 硬式野球部  ４ 17,２６８
８ 大学 柔道部  ３ 10,８１６
９ 大学 少林寺拳法部  １ ９７２
10 大学 女子軟式野球部  １ １,０００
11 大学 ソフトテニス部  ２ 34,０００
12 大学 薙刀部  １ ４,８８５
13 大学 排球部  ２ １０９,７７０
14 大学 バスケットボール部  ２ ９,７７０
15 大学 陸上競技部  １ 20,０００
16 大学 雅楽部 10 ４７０,３７０
17 大学 競技かるた部  ２ 48,７６０
18 大学 考古学研究会  ３ 22,１７９
19 大学 日本文化研究会  １ 10,０００
20 大学 マンガ研究部  １ ２,９３１
21 高校 吹奏楽部  １ １,０００
22 高校 バドミントン部  ４ 31,５５０

計 53 ９１８,２０６
代 行 手 数 料＊ ７,７９４

合　　計 53 ９２６,０００

＊代行手数料：クレジット会社等の決済代行に伴う手数料

教
学
振
興
会

寄
付
者
芳
名

　
平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対

し
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、教
学
振
興
会
に
つ
き
ま
し
て
、令
和
７

年
度
に
お
い
て
は
新
規
ご
入
会
の
お
願
い
を
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
ご
寄
付
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
芳
志

に
対
し
、改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
の
建
学
の
精
神
は
、
明
治
33
年
に
賜
っ

た
賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下
の
令
旨
に
明
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
皇
學
館
の
め
ざ
す
と

こ
ろ
は
、日
本
の
道
義
の
確
立
と
探
究
、か
つ
、

そ
の
実
践
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
教
学
振
興
会

で
は
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
各
種
の
修
学
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
一

層
の
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
令
和
７
年
度
の
ご
芳
名
な
ら
び
に

寄
付
金
納
入
状
況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

館
　
　
友

熊
本
県

宮　
㟢　
圭　
子
様

萼
の
会
会
員

現
代
日
本
社
会
学
科丸　

山　
和　
則
様

一
般
（
篤
志
家
等
）

東
京
都

北　
岡　
健
太
郎
様

眞
金
英
麗
奈
さ
ん（
教
育
１
）、
澤
田
枇
奈
さ
ん（
高
１
）が

チ
ー
ム
戦
で
準
優
勝
・
第
３
位

第
42
回
東
海
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

若
樫
サ
ポ
ー
タ
ー
の

宮
下
ま
り
な
さ
ん（
神
道
４
）、堀
口
実
紗
さ
ん（
現
日
３
）に

三
重
県
警
よ
り
特
別
感
謝
状

　
２
月
28
日
か
ら
３
月
１
日
に
か
け

て
岐
阜
県
多
治
見
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
42
回
東
海
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
」に
眞
金
英
麗
奈
さ
ん（
教

育
１
）と
澤
田
枇
奈
さ
ん（
高
１
）が

出
場
。
４
人
チ
ー
ム
戦
で
準
優
勝
、

　
三
重
県
警
察
本
部
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

悪
用
し
た
子
ど
も
へ
の
性
暴
力
防
止

を
目
的
と
し
た
啓
発
動
画
の
制
作
に

お
い
て
顕
著
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し

て
、
県
警
の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
若
樫
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
宮
下
ま
り
な
さ
ん（
神
道
４
）と

堀
口
実
紗
さ
ん（
現
日
３
）に
特
別
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
写
真
を
Ａ
Ｉ

技
術
で
性
的
な
内
容
に
加
工
す
る
悪

質
な
手
口
や
、
匿
名
・
流
動
型

犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
誘
い
出

し
な
ど
、
子
ど
も
を
狙
う
犯
罪

は
一
層
巧
妙
化
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
深
刻
な
状
況
を
受
け
、

県
警
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
知
識

を
有
し
、
子
ど
も
た
ち
と
年
齢

の
近
い
大
学
生
の
視
点
を
生
か

す
た
め
、
若
樫
サ
ポ
ー
タ
ー
に
動
画

制
作
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
二
人
は
動
画
内
で
使
用
さ
れ
る
イ

ラ
ス
ト
の
原
画
制
作
を
担
当
。
複
雑

化
す
る
犯
罪
の
手
口
を
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
っ
た
感
性
で
視
覚
的
に
わ

か
り
や
す
く
表
現
し
た
点
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。
県
警
少
年
課
の
荒
川
直

彦
次
長
は
、「
啓
発
内
容
を
的
確
に
捉

え
、
非
常
に
質
の
高
い
図
案
で
広
報

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い

た
」と
述
べ
、そ
の
功
績
を
称
え
た
。

　
堀
口
さ
ん
は
「
文
字
を
極
力
用
い

ず
、
イ
ラ
ス
ト
の
み
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
表
現
に
苦
心
し
た
」
と
振

り
返
り
、「
犯
罪
抑
止
の
一
助
と
な
れ

ば
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
だ
。
実
際

に
放
映
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
に

し
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
る
」
と

喜
び
を
語
っ
た
。

２
人
チ
ー
ム
戦
で
第
３
位
に
輝
い
た
。

　
眞
金
さ
ん
は
「
数
少
な
い
チ
ー
ム

戦
で
結
果
を
残
せ
て
嬉
し
い
。
一
投

一
投
に
集
中
す
る
こ
と
を
意
識
し

た
」
と
大
会
を
振
り
返
る
。
小
学
４

年
生
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
出
合
い
、
高

校
か
ら
本
格
的
に
競
技
に
打
ち
込
ん

で
き
た
。競
技
を
通
じ
て
培
っ
た「
諦

め
な
い
心
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
」
は
、
現
在
の
学
業
や
日
常

生
活
の
支
え
に
も
な
っ
て
い
る
と
い

う
。「
今
後
は
個
人
戦
で
も
好
成
績
を

め
ざ
し
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
見
据
え
る
。

　
父
親
の
影
響
で
12
歳
か
ら
競
技
を

始
め
た
澤
田
さ
ん
は
、「
レ
ー
ン
の
オ

イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
難

易
度
が
変
わ
る
点
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

魅
力
」と
語
る
。今
大
会
で
全
部
門
に

お
い
て
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
。
次
な
る
目
標
は
全
国
優
勝
。「
多

く
の
大
会
に
挑
戦
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
は
ね
の
け
る
勝
負
強
さ
を
身
に

付
け
た
い
」と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
令
和
7
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
左
表
の
通
り
、
令
和
7

年
度
の
納
入
状
況
及
び
ク
ラ
ブ
へ
の

配
分
金
額
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
「
皇
學
館
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
募
金
」
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し

て
学
生
・
生
徒
の
主
体
性
等
を
伸
ば

す
た
め
に
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
支
援
し
た
い
ク
ラ
ブ
を

ご
指
定
い
た
だ
き
、
募
金
手
続
き
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
募
金
は

指
定
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
に
お
渡
し
し
、

投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ク
ラ
ブ
に
お
伝

え
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
細
は
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
寄
付
金
ペ

ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
令
和
8
年
度
も
引
き
続
き
皆
様
か

ら
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中  
川  

陽  

司（
教
育
３
）

●
秩
父
宮
賜
杯
第
78
回
西
日
本
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
十
種
競
技 

優

勝（
９
／
12
〜
14
）

大  

窪  

理  

勇（
神
道
３
）

●
第
41
回
読
売
書
法
展 
秀
逸
賞

●
第
71
回
伊
勢
市
美
術
展
覧
会  

岡
田
文
化
財
団
賞

●
第
74
回
中
日
書
道
展 

二
科
賞

南
　
　
大
　
志（
現
日
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

若
　
谷
　
　
怜（
教
育
４
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

鬼  

塚  

勇  

芯（
教
育
３
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

安  

田  

和  

真（
現
日
３
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

井  

上  

寛  

仁（
教
育
２
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

井
野
川 

幹 

太（
現
日
２
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

岡 
本 
樹
梨
按（
教
育
１
）

●
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
男
子
44
回
）出
場（
９
／
27
・
28
）

赤  

松  

芽  

衣（
コ
ミ
２
）

●「
地
方
の
時
代
」映
画
祭
２
０
２
５ 

「
市
民
・
学
生
・
自
治
体
部
門
」優
秀
賞

■
団
体
の
部

■
個
人
の
部

駅
伝
競
走
部

●
第
37
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競

走 

総
合
17
位（
10
／
13
）

柔
道
部

●
２
０
２
５
年
度
全
日

本
学
生
柔
道
優
勝
大

会（
男
子
74
回
）出
場

　（
６
／
28
・
29
）

●
２
０
２
５
年
度
全
日

本
学
生
柔
道
体
重
別

団
体
優
勝
大
会（
男
子

27
回
）出
場

　（
10
／
18
・
19
）

ご
挨
拶�

学
校
法
人
皇
學
館 

理
事
長
　
圓
藤
恭
久

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、芳
名
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ

い
て
は
、別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
萼
の
会
会
員
2
名

令和 7 年11月14日に行われた皇學館クラブ応援メッ
セージ募金授与式

さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
す
眞
金
さ
ん（
左
）

と
澤
田
さ
ん（
右
）

絵を描くことが好きと話す
堀口さん

動
画
は
県
内
の
イ
オ
ン
全
店
や
主
要
道
路
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
も
放
映
さ
れ
た 授与された賞状とメダル

令
和
7
年
度

学
長
奨
励
賞

2
年
ぶ
り
6
回
目
の
出
場
と
な
っ
た

出
雲
駅
伝
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夏
休
み
親
子
教
室
・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

恒
例
の
古
文
書
講
座
、公
開
講
座
の
開
催 

創
立
百
五
十
周
年
に
向
け『
日
本
後
紀
史
料
』第
１
巻
刊
行

「
日
本
中
世
の
神
観
念 

　 

中
世
の
日
記
か
ら
」　
　
公
開
学
術
講
演
会

令
和
７
年
度
企
画
展
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
教
養
講
座
を
開
催

「
式
年
遷
宮
の
聖
性
と
信
仰
」 　
　
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

企
画
展「
和
歌
の
諸
相 

　 

時
代
に
よ
る
変
遷
を
追
っ
て
　
」 

　
　
　「
久
邇
家
の
至
宝
　
昭
和
１００
年
を
む
か
え
て
　
」
ほ
か

皇學館大学出版部 新刊のご案内

ご注文の際は、出版部ホームページ（右記のコード
からアクセスできます）からお申込みください。
問合せ先 皇學館大学出版部 TEL０５９６-22-６３２０

令和 ７ 年度に出版された
書籍のご案内です。

◤イラストでわかりやすい!審判ジェスチャーからみ
る柔道ルールブック
教育学部准教授 佐藤武尊 共著
Ａ５ 判　60頁　 
定価 １,８７０円（本体価格 １,７００円）

審判ジェスチャーか
ら柔道の判定とルー
ルを直感的に理解
でき、観戦・指導に
役立つ実践的入門
書。子どもから指導
者まで幅広く活用で
きる柔道ルール理解
の決定版必携書。

◤臨床心理学覚書文学部准教授 髙沢佳司 著
Ａ４ 判　１８６頁　 
定価 １,４０８円（本体価格１,280円）

公認心理師学部
段階カリキュラム
の「臨床心理学
概論」「心理的ア
セスメント」、およ
び心理学の卒業
論文執筆までこ
れ １ 冊でカバー。

◤学びはじめ心理学文学部教授 芳賀康朗 
文学部准教授 栗野理恵子 
文学部准教授 髙沢佳司 
文学部准教授 中山　真 著
Ａ５ 判　１３７頁　 
定価 ８９１円（本体価格８１０円）

大学での学びを
スムーズに始めら
れるように、現代
心理学の基本概
念や専門用語を
主要テーマ別に
整理した初学者
向けの一冊。

講 演 叢 書
令和 ６ 年度月例文化講座 年間テーマ◦伊勢と御遷宮

◤第２１６輯〜第２２１輯伊勢と御遷宮
文学部教授 板井正斉　 特別教授 橋本雅之　 
文学部教授 松本　丘　文学部教授 中山　郁　 

文学部准教授 髙野裕基　 
　 特別教授 河野　訓 著
Ｂ６ 判　２３４頁　 
定価 ３,３００円（本体価格 ３,０００円）

第63回式年遷宮の始まりの年にあたり、
神道学科教員があらためて歴史や魅力
をわかりやすく解説した。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
平
成
25
年
に
発
足
し
て
以
来
、研
究
の
成
果
を
発
信
し
、地
域
の
知
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
に
期
待
が
か
か
る「
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
」。

令
和
７
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
公
開
学
術
講
演
会
「
日
本
中
世
の

神
観
念　
中
世
の
日
記
か
ら
」（
西
山

克
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
）
が
令

和
７
年（
２
０
２
５
）７
月
３
日
、
本

学
４
号
館
４
３
１
教
室
で
開
催
さ

れ
、
１
１
５
人
が
参
加
し
た
。

　
西
山
氏
は
、
中
世
の
古
記
録
を
読

み
解
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
見
え
る
当

時
の
人
々
の
神
に
対
す
る
態
度
や
畏

敬
の
念
、
さ
ら
に
は
怪
異
現
象
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
、
中
世
の
神
観
念
を
一

言
で
言
い
表
す
言
葉
は
「
神
の
擬
人

化
」
で
あ
る
と
講
じ
た
。

　
こ
の
講
演
の
内
容
は
、『
皇
學
館
大

学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』

第
13
号
に
収
録
予
定
で
あ
る
。

　
史
料
編
纂
所
で
は
、例
年
、一
般
市

民
の
方
々
に
編
纂
所
の
事
業
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
古
文
書

講
座
と
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
は
、
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
の
梅
田
優
歩

氏
が
古
文
書
講
座
を
担
当
し
た
。
５

月
は
永
青
文
庫
所
蔵
の
「
織
田
信
長

文
書
」
に
み
え
る
伊
勢
国
の
一
向
一

揆
平
定
に
つ
い
て
、
10
月
に
は
近
世

の
伊
勢
参
宮
に
か
か
わ
る
瓦
版
を
紹

介
し
た
。
ど
ち
ら
も
三
重
県
や
伊
勢

市
に
か
か
わ
っ
た
文
字
資
料
で
、
聴

講
生
は
地
元
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら

　
「
久
邇
家
の
至
宝　
昭
和
１
０
０

年
を
む
か
え
て
」
の
企
画
展
テ
ー
マ

に
お
い
て
、
５
名
の
講
師
に
よ
り
以

下
の
と
お
り
開
催
し
た
。

第
１
回�

９
月
27
日

「
宮
家
成
立
以
前�

�

　
皇
親
の
範
囲
と
臣
籍
降
下
　
」

講
師
　
佐
野
真
人

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授

音
羽
悟
氏（
神
宮
参
事
、本
研
究
開

推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）�

「
持
続
可
能
社
会
と
神
宮
の
自
給

自
足
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　
櫻
井
治
男（
本
学
名
誉
教
授
）

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、

『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
紀
要
』
第
13
号
に
収
録
予
定
で

あ
る
。

　
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
式
年

遷
宮
の
聖
性
と
信
仰
」
が
令
和
７
年

（
２
０
２
５
）12
月
20
日
、
本
学
２
号

館
２
３
１
教
室
で
開
催
さ
れ
、
90
人

が
参
加
し
た
（
詳
細
は
、学
園
報 

第

１
０
９
号
）。

　
神
宮
式
年
遷
宮
の
祖
型
を
確
認
し

て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
継
承
・
展

開
・
変
遷
し
て
今
日
に
ま
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
発
題

と
相
互
討
論
を
行
っ
た
。

【
基
調
発
題
】

牟
禮
仁
氏（
深
志
神
社
宮
司
、元
本

学
教
授
）「
遷
宮
と
聖
性　
祖
型
と

展
開　
」

【
発
題
】

佐
野
真
人
（
本
学
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
准
教
授
）「『
延
暦
儀
式

帳
』
時
代
の
式
年
遷
宮
」

神
道
研
究
所

史
料
編
纂
所

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

　
企
画
展
「
和
歌
の
諸
相　
時
代
に

よ
る
変
遷
を
追
っ
て　
」（
10
月
６
日

古
文
書
の
解
読
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

　
９
月
の
公
開
講
座
で
は
、
神
宮
文

庫
の
窪
寺
恭
秀
氏
を
お
招
き
し
、「
神

宮
文
庫
の
蔵
書
を
開
く
」と
題
し
て
、

神
宮
文
庫
の
創
立
の
経
緯
や
蔵
書
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
奇
し

く
も
令
和
７
年
は
神
宮
文
庫
が
倉
田

山
に
移
転
し
て
１
０
０
周
年
の
年
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
は
、
第
１
部

門
の
成
果
と
し
て
、『
日
本
後
紀
史

料
』第
１
巻
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
、

第
２
回�

10
月
18
日

「
四
親
王
家
の
江
戸
時
代
」

講
師
　
吉
野
健
一

文
化
庁
文
化
財
調
査
官

第
３
回�

11
月
15
日

「
伏
見
宮
貞
成
親
王
とその

文
化
活
動
」

講
師
　
岡
野
友
彦

皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授

〜
11
月
１
日
）は「
和
歌
文
学
会
」共

催
の
も
と
、
和
歌
関
連
文
献
か
ら
時

代
と
共
に
変
容
す
る
和
歌
の
姿
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。同
じ
く
企
画
展「
久

邇
家
の
至
宝　
昭
和
１
０
０
年
を
む

か
え
て　
」（
11
月
10
日
〜
12
月
20

日
）で
は
、本
学
の
創
始
に
所
縁
の
あ

る
「
久
邇
家
」
に
伝
来
し
た
至
宝
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
展
示
、
博

物
館
学
芸
員
課
程
履
修
生
に
よ
る
展

示
な
ど
を
４
回
開
催
し
た
。

　
親
子
教
室
は
「
切
り
絵
ラ
ン
プ
を

作
ろ
う
!
」（
７
月
26
日
）、「
怪
盗
Ｓ

を
さ
が
せ
!
」（
７
月
27
日
）
の
２
企

画
を
１
日
ず
つ
開
催
。
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
65
組
１
６
９
名
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

「
松
阪
も
め
ん
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作

ろ
う
!
」（
８
月
31
日
）に
34
組
72
名
、

「
玉
串
を
作
ろ
う
!
」（
12
月
13
日
）に

17
組
29
名
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。（
詳

細
は
学
園
報
第
１
０
７
号
）

紙
媒
体
で
の
刊
行
を
行
わ
ず
、
本
学

の
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
の
み
の
公
開

と
し
、
多
く
の
人
に
手
軽
に
閲
覧
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
む
。
さ
ら
に

必
要
と
な
れ
ば
デ
ー
タ
を
修
正
し
、

最
新
の
史
料
集
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
強
み
で
あ
る
。
創
立
百

五
十
周
年
記
念
の
年
の
完
成
を
目
標

に
掲
げ
て
進
め
て
い
る
。
今
後
と
も

大
方
の
ご
支
援
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

第
４
回�

11
月
22
日

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
展
示
案
内
）」

講
師
　
浦
野
綾
子
・
小
林　
郁

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
学
芸
員

令和 6年度優良教育実践� （令和 7 年 6 月18日受賞）

国文学科
平　石　　岳 助 教

文章能力向上のためのレポート執筆と、学修者自
身による見直しの時間の設定

教育学科
市 田 敏 之 准教授

ICT教育特別講座の計画・実施におけるリーダー
シップ

講演を行う西山氏

宮家の歴史を物語る至宝

盛況を博した玉串作り

熱心に耳を傾ける聴講者

向学心あふれる受講者が集う古文書講座
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17
日	

◦
月
次
祭
講
話
・
遥
拝	

【
暑
さ
指
数
の
関
係
で
中
止
】

	

18
日	

◦
文
化
庁
学
校
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈
上
方
落
語
と
英
語
落
語
〉

	

19
日	

◦
全
米
桜
の
女
王
来
校
・
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

	

22
日	

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
①

　
７
月

	

１
日	

◦
期
末
考
査
〜
４
日

	

17
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
18
日

	

18
日	

◦
薬
物
乱
用
防
止
講
演

	

19
日	

◦
終
業
式

	

20
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
８
月
24
日

	

26
日	

◦
三
重
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

〜
７
月
31
日

８
月

	

３
日	

◦
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

23
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

25
日	

◦
始
業
式

	

９
月

	

３
日	

◦
第
２
回
実
力
テ
ス
ト

	

15
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
２
５ 

体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
＆
進
路
相
談
会（
三
重
県

総
合
博
物
館 M

ieM
u

）、皇
學
館
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
第
18
回
定
期
演

奏
会（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	

27
日	

◦
中
体
連
秋
季
大
会
・
陸
上
〜
28
日

10
月

	

４
日	

◦
中
体
連
秋
季
大
会（
卓
球
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
）

	

14
日	

◦
中
間
考
査
〜
16
日

	

23
日	

◦
宿
泊
研
修（
２
年
）
〜
24
日

	

25
日	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
合
同
研
修
旅
行

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日	

11
月

	

２
日	

◦
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

８
日	

◦
体
育
大
会（
10
月
18
日
延
期
分
）

	

10
日	

◦
い
じ
め
対
策
運
動「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

運
動
」
〜
12
月
24
日

	

14
日	

◦
皇
中
祭
〜
15
日　

	
	

◦
学
校
見
学
会

12
月

	

２
日	

◦
期
末
・
卒
業
考
査
〜
５
日

	

10
日	

◦
英
語
で
伊
勢
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

	

17
日	

◦
月
次
祭
神
宮
参
拝

	

19
日	

◦
火
災
避
難
訓
練
・
防
災
学
習

	

22
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
23
日

	

24
日	

◦
終
業
式

	

25
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
６
日

１
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

15
日	

◦
実
力
テ
ス
ト

	

16
日	

◦
文
化
庁
芸
術
家
の
派
遣
事
業（
美
術
）

	

30
日	

◦
１
年
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

２
月

	

５
日	

◦
百
人
一
首
大
会

	

７
日	

◦
授
業
参
観

	

10
日	

◦
建
国
記
念
の
日
の
講
演

	

13
日	

◦
２
年
内
宮
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

	

24
日	

◦
学
年
末
考
査（
３
年
）
〜
27
日

３
月

	

３
日	

◦
１
・
２
年
学
年
末
考
査
〜
６
日

	

10
日	

◦
３
年
修
学
旅
行
〜
13
日

	

17
日	

◦
中
高
合
同
台
湾
研
修
旅
行
〜
19
日

	

19
日	

◦
中
高
合
同
イ
ギ
リ
ス
短
期
語
学
研

修
〜
30
日

	

21
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、３
年
生
を
送
る
会

	

24
日	

◦
修
了
式
・
卒
業
式

	

８
日	

◦
２
年
生
修
学
旅
行（
後
発
）
〜
11
日

	

14
日	

◦
２
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

	

17
日	

◦
月
次
祭
講
話
・
遥
拝	

【
暑
さ
指
数
の
関
係
で
中
止
】

	

19
日	

◦
全
米
桜
の
女
王
来
校
・
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

	

20
日	

◦
東
海
総
体
〜
22
日

	

30
日	

◦
期
末
考
査
〜
７
月
４
日

７
月

	

１
日	

◦
期
末
考
査
〜
５
日

	

７
日	

◦
薬
物
乱
用
防
止
講
演

	

15
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
〜
16
日

	

17
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
18
日

	

19
日	

◦
終
業
式

	

20
日	

◦
夏
季
休
業
開
始
〜
８
月
24
日

	

28
日	

◦
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修	

〜
８
月
８
日

８
月

	

２
日	

◦
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
〜
３
日

	
	

◦
皇
學
館
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
・	

懇
親
会（
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

	

18
日	

◦
１
・
２
年
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〜
20
日

	

23
日	

◦
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

	

25
日	

◦
始
業
式

９
月

	

３
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
３
年
）

	

７
日	

◦
第
２
回　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

15
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
２
５ 

体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
＆
進
路
相
談
会（
三
重
県

総
合
博
物
館 M

ieM
u

）、皇
學
館
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
第
18
回
定
期
演

奏
会（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	

18
日	

◦
皇
高
祭
〜
19
日

10
月

	

３
日	

◦
体
育
大
会（
10
月
１
日
延
期
分
）

	

14
日	

◦
中
間
考
査
〜
18
日

	

18
日	

◦
火
災
避
難
訓
練

	

25
日	

◦
保
護
者
会
・
後
援
会
合
同
研
修
旅
行

	

27
日	

◦
教
育
実
習
Ⅱ
開
始 

〜
11
月
７
日（
２
週
間

教
育
実
習
終
了
）、〜
14
日（
３
週
間
教
育
実
習
終
了
）

	

30
日	

◦
家
庭
に
感
謝
す
る
日

	
	

◦
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス（
１
・
２
年
）

11
月

	

２
日	

◦
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

	

10
日	

◦
い
じ
め
対
策
運
動「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

運
動
」
〜
12
月
24
日

12
月

	

２
日	

◦
期
末
・
卒
業
考
査
〜
６
日

	

17
日	

◦
月
次
祭
神
宮
参
拝

	

19
日	

◦
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

22
日	

◦
保
護
者
懇
談
会
〜
23
日

	

24
日	

◦
終
業
式

	

25
日	

◦
冬
季
休
業
開
始
〜
１
月
６
日

１
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

８
日	

◦
校
内
実
力
テ
ス
ト（
１
・
２
年
）

	

17
日	

◦
大
学
共
通
入
学
テ
ス
ト
〜
18
日

２
月

	

10
日	

◦
建
国
記
念
の
日
の
講
演

	

19
日	

◦
１
年
京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
20
日	

２
年
関
西
キ
ャ
リ
ア
探
究
Ｄ
Ｘ
研
修	

〜
20
日

	

26
日	

◦
３
年
神
宮
参
拝

３
月

	

１
日	

◦
第
61
回
卒
業
式

	

３
日	

◦
学
年
末
考
査
〜
７
日

	

17
日	

◦
中
高
合
同
台
湾
研
修
旅
行
〜
19
日

	

19
日	

◦
中
高
合
同
イ
ギ
リ
ス
短
期
語
学
研

修
〜
30
日

	

23
日	

◦
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
〜
24
日

	

25
日	

◦
終
業
式

大　
　
　

学

４
月

	

３
日	
◦
入
学
式

	
	

◦
新
入
生
歓
迎
会

	

５
日	

◦
新
入
生
対
象
防
災
訓
練

	

８
日	

◦
入
学
奉
告
神
宮
参
拝 

①
神
道
学
科
・
国
史
学
科
・
専
攻
科 

②
現
代
日
本
社
会
学
科

	

９
日	

◦
入
学
奉
告
神
宮
参
拝 

③
教
育
学
科 

④
国
文
学
科
・
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

	

10
日	

◦
春
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
７
月
30
日 

通
常
講
義
終
了

	

13
日	

◦
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
連
携
講
座〈
天
翔
け
る
心
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
〉 

遠
藤
慶
太（
国
史
・
教
授
）（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	

23
日	

◦
神
職
課
程
履
修
者
対
象
講
話〈
御
杣
山
の
変
遷
と
御
桶
代
木
奉
曳
の
沿
革
に
つ
い
て
〉

音
羽
悟
氏（
神
宮
司
廳
広
報
室
次
長
）

	

24
日	

◦
神
明
宮
例
祭

	
	

◦
神
道
学
会
総
会
、国
文
学
会
総
会
、史
學
会
総
会
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
総
会
、

教
育
学
会
総
会
、現
代
日
本
学
会
総
会

	

26
日	

◦
齋
藤
平
学
長
就
任
披
露
宴（
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

１
日	

◦
ク
ー
ル
ビ
ズ
開
始
〜
10
月
31
日

	

11
日	

◦
萼
の
会
総
会
・
教
育
懇
談
会

	
	

◦
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
連
携
講
座〈
神
に
な
っ
た
幕
末
の
志
士 　

吉
田
松
陰・

高
杉
晋
作
・
西
郷
隆
盛
〉
松
浦
光
修（
国
史
・
教
授
）（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	

16
日	

◦
四
日
市
市
熟
年
大
学
専
攻
課
程
講
座〈
四
日
市
市
の
成
立
に
つ
い
て
〉 

谷
口
裕
信（
国
史
・
教
授
）（
三
浜
文
化
会
館
）

	

17
日	

◦
月
例
文
化
講
座
①〈
万
葉
集
を
読
む 　

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌　

〉 

大
島
信
生（
国
文
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

５
／
30
〜
６
／
14
］

	

19
日	

◦
神
道
博
物
館
ミ
ニ
展
示「
山
口
祭 　

遷
宮
の
は
じ
ま
り　

」
〜
７
月
13
日

	

24
日	

◦
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
×
皇
學
館
大
学
連
携
協
定
事
業〈
江
戸
時
代
の
旅
と
巡

礼
の
道 　

大
紀
町
の
名
所
・
旧
跡
を
中
心
に　

〉 

谷
戸
佑
紀（
国
史
・
准
教
授
）（
三
重
県
文
化
会
館
）

	
	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
①〈
中
・
近
世
文
書
を
読
む
①
〉 

梅
田
優
歩
氏（
本
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

６
月

	

１
日	

◦
国
文
学
科「
文
学
散
歩 　

那
智
の
滝
と
熊
野
の
神
秘
を
訪
ね
て　

」

	

３
日	

◦
第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮
諸
祭「
御
杣
始
祭
」パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

	

７
日	

◦
月
例
文
化
講
座
②〈『
古
今
集
』の
伝
本
、注
釈
の
諸
相 　
『
顕
注
密
勘
』定
家
自
筆
本

を
中
心
に　

〉
木
村
尚
志（
国
文
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

６
／
20
〜
７
／
５
］

	

８
日	

◦
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
連
携
講
座〈
義
人
と
し
て
の
田
中
正
造
イ
メ
ー
ジ
の

形
成
と
田
中
霊
祠
〉
谷
口
裕
信（
国
史
・
教
授
）（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	
	

◦
保
護
者
対
象
就
職
講
演
会
・
進
路
別
就
職
説
明
会

	
	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

９
日	

◦
第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮 

御
樋
代
木
奉
迎
奉
曳

	

17
日	

◦
月
次
祭
神
宮
参
拝

	

25
日	

◦
戦
後
80
年
館
友
戦
歿
者
慰
霊
祭 

現
任
宮
司
講
話〈
大
東
亜
戦
争
終
戦
80
年
を
迎
え

て 　

今
、若
人
に
伝
え
た
い
平
和
に
つ
い
て　

〉
大
塚
海
夫
氏（
靖
國
神
社
宮
司
）

	

26
日	

◦
第
80
回
現
代
日
本
塾〈
一
般
企
業
と
地
方
公
務
員
を
経
験
し
て
い
る
皇
學
館
大
学
卒

業
生
の
お
は
な
し
〉
勝
田
茂
樹
氏（
松
阪
市
役
所
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
局
こ
ど
も
未
来
課

保
育
幼
稚
園
係
長
）

	

27
日	

◦
第
81
回
現
代
日
本
塾〈
皇
學
館
で
の
学
び
と
経
営
革
新
〉 

中
島
庸
夫
氏（
オ
リ
ッ
ク
ス
生
命
株
式
会
社
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
企
画
部
長
）

	

28
日	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会（
男
子
74
回
）男
子
７
人
制
出
場
〜
29
日

	
	

◦
夏
越
大
祓
式

７
月

	

３
日	

◦
神
道
研
究
所
公
開
学
術
講
演
会〈
日
本
中
世
の
神
観
念 　

中
世
の
日
記
か
ら
〉 

西
山
克
氏（
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

	

５
日	

◦
月
例
文
化
講
座
③〈
近
世
の
書
籍
と
出
版 

〜
十
返
舎
一
九『
的
中
地
本
問
屋
』を
め
ぐ

っ
て
〜
〉
田
中
康
二（
国
文
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

７
／
18
〜
８
／
２
］

	
	

◦
第
１
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
皇
學
館
大
学
公
開
講
座〈
伊
勢
国
の
こ
と
ば 

〜「
ぎ
な

ぎ
な
」と「
な
あ
な
あ
」〜
〉
齋
藤
平（
学
長
）（
三
浜
文
化
会
館
）

	

13
日	

◦
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
連
携
講
座〈
人
神
信
仰
の
歴
史
〉 

多
田
實
道（
国
史
・
教
授
）（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	
	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

17
日	

◦
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式

	

24
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー〈
三
重
県
方
言
の
動
態
〉
齋
藤
平（
学
長
）

	

26
日	

◦
神
道
博
物
館 

夏
休
み
親
子
教
室
①〈
切
り
絵
ラ
ン
プ
を
作
ろ
う
!
〉

	

27
日	

◦
神
道
博
物
館 

夏
休
み
親
子
教
室
②〈
怪
盗
Ｓ
を
さ
が
せ
!
〉

	

28
日	

◦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

ワ
イ
カ
ト
大
学
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
〜
Ｒ
８
年
１
月
18
日

８
月

	

１
日	

◦
博
物
館
学
芸
員
課
程
卒
業
展
示〈
絵
で
め
ぐ
る
伊
勢
路 

〜
参
宮
の
今
昔
〜
〉 

〈
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃 

〜
演
じ
続
け
ら
れ
る
際
物
〜
〉
〜
９
月
27
日

	
	

◦
名
誉
教
授
授
与
式

	

２
日	

◦
月
例
文
化
講
座
④〈
明
治
文
学
の
ビ
ジ
ュア
ル・
イ
メ
ー
ジ 　

徳
冨
蘆
花「
不
如
帰
」を

材
に　

〉
平
石
岳（
国
文
・
助
教
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

８
／
22
〜
９
／
６
］

令
和
7
年
度

デ
キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
行
事
日
誌

高　
　
　

校

４
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

８
日	

◦
第
63
回
入
学
式（
午
前
）

	

９
日	

◦
対
面
式
・
１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

	

14
日	

◦
新
入
生
対
象
神
宮
参
拝

	

16
日	

◦
台
湾
桃
園
市
立
楊
梅
高
級
中
學
来
校

	

22
日	

◦
遠
足

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

10
日	
◦
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	

17
日	
◦
３
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

	

19
日	

◦
中
間
考
査
〜
22
日

	

22
日	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

26
日	

◦
教
育
実
習
開
始 

〜
６
月
６
日（
２
週
間
教

育
実
習
終
了
）、〜
14
日（
３
週
間
教
育
実
習
終
了
）

	

28
日	

◦
台
湾
高
雄
市
立
楠
梓
高
級
中
學
来
校

	

30
日	

◦
県
総
体
〜
６
月
１
日

６
月

	

３
日	

◦
イ
タ
リ
ア 

ガ
リ
レ
オ
ガ
リ
レ
イ
高

校
と
の
連
携
協
定
締
結
式（
大
阪
・

関
西
万
博
イ
タ
リ
ア
館
）

	

７
日	

◦
２
年
生
修
学
旅
行（
先
発
）
〜
10
日

中　
　
　

学

４
月

	

７
日	

◦
始
業
式

	

８
日	

◦
第
47
回
入
学
式（
午
後
）

	

９
日	

◦
対
面
式 

１
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
〜
10
日

	

14
日	

◦
新
入
生
対
象
神
宮
参
拝

	

16
日	

◦
台
湾
桃
園
市
立
楊
梅
高
級
中
學
来
校

	

22
日	

◦
総
合
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

	

24
日	

◦
第
１
回
実
力
テ
ス
ト

	

30
日	

◦
創
立
記
念
日

５
月

	

10
日	

◦
授
業
参
観
・
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会

	

12
日	

◦
教
育
実
習
開
始
〜
31
日

	

14
日	

◦
台
湾
高
雄
市
立
左
榮
国
民
中
學
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流

	

20
日	

◦
中
間
考
査
〜
22
日

	

22
日	

◦
地
震
避
難
訓
練

	

28
日	

◦
台
湾
高
雄
市
立
楠
梓
高
級
中
學
来
校

	

29
日	

◦
１
年
生
宿
泊
研
修
〜
30
日

６
月

	

３
日	

◦
イ
タ
リ
ア 

ガ
リ
レ
オ
ガ
リ
レ
イ
高

校
と
の
連
携
協
定
締
結
式（
大
阪
・

関
西
万
博
イ
タ
リ
ア
館
）

	
13
日	

◦
遠
足

	

３
日	

◦
マ
レ
ー
シ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
夏
期
語
学
研
修
〜
８
月
31
日

	

５
日	

◦
心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	

６
日	

◦
第
55
回
階
位
検
定
講
習
会（
正
階
）
〜
９
月
17
日

	

９
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
〜
10
日

	

18
日	

◦
第
55
回
階
位
検
定
講
習
会（
権
正
階
・
直
階
）
〜
９
月
16
日（
直
階
）、〜
17
日（
権
正
階
）

	

21
日	

◦G
IS D

ay in 

伊
勢〈「
地
理
総
合
」「
情
報
Ⅰ
」必
修
化
時
代
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
術
〉

	

23
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
浜
松
・
津
会
場
）

	

24
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
東
京
会
場
）

	

30
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
伊
勢
会
場
）

	

31
日	

◦
萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会（
名
古
屋
・
大
阪
会
場
）

	
	

◦
三
重
県
文
化
振
興
事
業
団
助
成
事
業〈「
松
阪
も
め
ん
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
!
」

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
〉

９
月

	

１
日	

◦
神
道
博
物
館
ミ
ニ
展
示〈
戦
後
80
年 

伊
勢
か
ら
見
た
戦
争
〉
〜
10
月
28
日

	

３
日	

◦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
12
日

	

５
日	

◦
神
道
研
究
所
市
民
講
座
①〈
大
嘗
祭
と
宮
中
の
祈
り
〉 

塩
川
哲
朗（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	

６
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑤〈
痕
跡
を
残
せ
る
か
〉
岡
野
裕
行（
国
文
・
准
教
授
）	

［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

９
／
19
〜
10
／
４
］

	

７
日	

◦
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
②〈
伊
勢
路
が
生
ん
だ“
お
伊
勢
参
り
”の
魅
力 

〜「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」に
出

演
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
〜
〉
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）（
三
浜
文
化
会
館
）

	

９
日	

◦
新
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
竣
工
祭

	

12
日	

◦
神
道
学
会
第
27
回
調
査
見
学
会（
長
谷
寺
・
談
山
神
社
）

	

15
日	

◦
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
２
５ 

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
＆
進
路
相
談
会（
三
重
県
総
合
博
物
館M

ieM
u

）、

皇
學
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
第
18
回
定
期
演
奏
会（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	

18
日	

◦
９
月
学
位
記
授
与
式（
卒
業
式
）

	

19
日	

◦
秋
学
期
通
常
講
義
開
始
〜
Ｒ
８
年
１
月
28
日 

通
常
講
義
終
了

	

20
日	

◦
史
料
編
纂
所
公
開
講
座〈
神
宮
文
庫
の
蔵
書
を
開
く
〉 

窪
寺
恭
秀
氏（
神
宮
文
庫
神
宮
主
事
）

	
	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５
移
動
講
座〈
近
世
の
書
籍
と
出
版 

〜
十
返

舎
一
九『
的
中
地
本
問
屋
』を
め
ぐ
っ
て
〜
〉 

田
中
康
二（
国
文
・
教
授
）（
尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館
）

	

27
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
①〈
宮
家
成
立
以
前 　

皇
親
の
範
囲
と
臣
籍
降
下　

〉 

佐
野
真
人（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	
	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
出
場
〜
28
日

10
月

	

４
日	
◦
月
例
文
化
講
座
⑥〈
神
宮
文
庫
に
伝
わ
る
道
教
文
献 

〜『
唯
一
神
道
垂
印
』を
中
心

に
〜
〉
松
下
道
信（
国
文
・
教
授
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

10
／
17
〜
11
／
１
］

	

６
日	

◦
神
道
博
物
館
企
画
展〈
和
歌
の
諸
相 　

時
代
に
よ
る
変
遷
を
追
っ
て　

〉
〜
11
月
１
日

	

９
日	

◦
防
災
訓
練

	

11
日	

◦
史
料
編
纂
所
古
文
書
講
座
②〈
中
・
近
世
文
書
を
読
む
②
〉 

梅
田
優
歩
氏（
本
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）

	

12
日	

◦
伊
勢
ま
つ
り〈
市
政
20
周
年
企
画『
未
来
へつ
な
ご
う
い
せ
ま
つ
り
』〉

	

13
日	

◦
第
37
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
出
場

	

15
日	

◦
初
穂
曳

	

17
日	

◦
神
嘗
祭
神
宮
参
拝

	
	

◦
学
生
寮
主
催
教
育
講
演
会〈
方
言
の
成
り
立
ち
と
役
割
〉
齋
藤
平（
学
長
）

	
	

◦
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
×
皇
學
館
大
学 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
の
原
点
を
学
ぶ 

三
重

の
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー〈
伊
勢
国
と
本
居
宣
長 

〜
街
道
が
つ
な
ぐ
縁
と
情
報
〜
〉 

浦
野
綾
子（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）（
三
重
テ
ラ
ス
）

	

18
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
②〈
四
親
王
家
の
江
戸
時
代
〉 

吉
野
健
一
氏（
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
）

	
	

◦
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
出
場
〜
19
日

	

19
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

25
日	

◦
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
③〈『
日
本
書
紀
』と
伊
勢 

〜
天
照
大
神
の
伊
勢
鎮
座
を
め
ぐ
っ

て
〜
〉
荊
木
美
行（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）（
三
浜
文
化
会
館
）

	
	

◦
皇
學
館
大
学
神
道
学
会 

京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合
共
催
講
演
会〈
Ａ
Ｉ
時
代
に
お

け
る
神
道
・
神
職
〉
才
脇
直
樹
氏（
奈
良
女
子
大
学
副
学
長
・
研
究
院
工
学
研
究
科
教
授
、

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
特
任
教
授
）

	
	

◦
国
文
学
会
研
究
発
表
会

	
	

◦
倉
陵
祭
〜
26
日

	

31
日	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

第
26
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

審
査
結
果
発
表

11
月

	

２
日	

◦
秩
父
宮
賜
杯 

第
57
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会（
東
海
学
連
選
抜
で
出
場
）

	

５
日	

◦
山
室
山
参
拝
・
参
拝
見
学

	

６
日	

◦
第
15
回
現
代
日
本
学
会
記
念
講
演
会〈
や
り
た
い
こ
と
を
大
切
に 　
Ａ
Ｉ
と
遊
び
心

が
未
来
を
ひ
ら
く
〉
中
瀬
幸
子
氏（A

vinton

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
、一
般
社

団
法
人
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
普
及
協
会〔
Ｇ
Ｕ
Ｇ
Ａ
〕
協
議
員
）

	
	

◦
国
文
学
会
講
演
会〈
漢
字
・
仮
名
・ロ
ー
マ
字 　

日
本
語
の
文
字
表
記
の
多
様
性　

〉 

山
本
真
吾
氏（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

	
	

◦
神
道
学
会
研
究
発
表
会

	
	

◦
史
學
會
講
演
会〈
古
代
の
神
饌
の
再
現 

鰒
・
酒
・
堅
魚
を
中
心
と
し
て
〉 

三
舟
隆
之
氏（
立
教
大
学
特
命
教
授
、史
学
博
士
）

	
	

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
講
演
会〈
難
民
の
た
め
の
架
け
橋
〉 

ト
ウ
フ
ィ
ク
サ
リ
エ
ヂ
ィ
ン
氏（
名
古
屋
外
国
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

	

７
日	

◦
小
串
前
理
事
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
圓
藤
新
理
事
長
の
就
任
を
披
露
す
る
会

	

10
日	

◦
神
道
博
物
館
企
画
展〈
久
邇
家
の
至
宝 　

昭
和
百
年
を
む
か
え
て
〉
〜
12
月
20
日

	

14
日	

◦
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式

	

15
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
③〈
伏
見
宮
貞
成
親
王
と
そ
の
文
化
活
動
〉 

岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）

	

20
日	

◦
史
學
會
研
究
発
表
会

	

22
日	

◦
神
道
博
物
館
教
養
講
座
④〈
企
画
展「
久
邇
家
の
至
宝
」ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〉
浦
野

綾
子（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）・
小
林
郁（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
助
教
）

	

29
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑦〈
拓
本
の
世
界
〉
上
小
倉
一
志（
国
文
・
教
授
）	

［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

12
／
12
〜
27
］

	

30
日	

◦
第
４
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
〜
皇
學
館
大
学
公
開
講
座〈
四
日
市
市
内
の
伊
勢
参
宮

街
道 　
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』を
題
材
と
し
て　

〉 

岡
野
友
彦（
国
史
・
教
授
）（
三
浜
文
化
会
館
）

12
月

	

３
日	

◦
鈴
鹿
家
所
蔵
資
料
寄
贈
式

	

13
日	

◦
月
例
文
化
講
座
⑧〈
方
言
集
の
世
界
〉
齋
藤
平（
学
長
）［
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信 

１
／
９
〜
１
／
22
］

	
	

◦
神
道
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ〈
玉
串
を
作
ろ
う
!
〉
新
田
惠
三（
神
道
・
助
教
）

	

17
日	

◦
月
次
祭
神
宮
参
拝

	

18
日	

◦
大
祓
式

	

20
日	

◦
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム〈
式
年
遷
宮
の
聖
性
と
信
仰
〉

１
月

	

７
日	

◦
博
士
学
位
記
授
与
式

	

９
日	

◦
学
長
年
頭
講
話〈
午
年
に
寄
せ
て
〉

	

17
日	

◦
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〜
18
日

	

22
日	

◦
学
友
会
任
命
式

	
	

◦
学
内
奨
学
金
授
与
式

	

25
日	

◦
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５
移
動
講
座〈「
海
」と「
山
」の
熊
野
古
道

〜
人
は
な
ぜ
山
路
を
歩
い
た
の
か
〜
〉
多
田
實
道（
国
史・教
授
）（
松
阪
市
松
阪
公
民
館
）

	

28
日	

◦
出
寮
式

２
月

	

７
日	

◦
第
５
回
よ
ん
ぶ
ん
セ
ミ
ナ
ー
〜
皇
學
館
大
学
公
開
講
座〈
四
日
市
市
内
の
古
代
中
世

伊
勢
大
神
宮
領
〜
御
薗
と
神
戸
〜
〉
岡
田
登（
名
誉
教
授
）（
三
浜
文
化
会
館
）

	
	

◦
神
道
研
究
所
市
民
講
座
②〈
神
宮
式
年
遷
宮
に
つい
て
〉 

佐
野
真
人（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

	

11
日	

◦
建
国
記
念
の
日
・
神
宮
参
拝

	

12
日	

◦
第
56
回
階
位
検
定
講
習
会（
直
階
・
権
正
階
）
〜
３
月
13
日（
直
階
）、〜
14
日（
権
正
階
）

	

16
日	

◦
第
12
回「
伊
勢
」と
日
本
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
３
月
６
日

	

21
日	

◦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〜
３
月
１
日

	

20
日	

◦
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大
学
春
期
語
学
研
修
〜
３
月
15
日

	

22
日	

◦
マ
レ
ー
シ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
春
期
語
学
研
修
〜
３
月
22
日

３
月

	

10
日	

◦
令
和
７
年
度
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

学
修
成
果
発
表
会

	

７
日	

◦
教
育
学
部
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル〈
ア
リ
ス
と
こ
と
ば
の
ま
ほ
う
〉
〜
３
月
８
日

	

17
日	

◦
学
長
奨
励
賞
授
与
式

	

18
日	

◦
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

	
	

◦
八
坂
神
社
奨
学
金
授
与
式

	

21
日	

◦
皇
學
館
大
学
ふ
る
さ
と
講
座〈
天
下
人 

豊
臣
秀
吉
と
伊
勢
神
宮
〉 

谷
戸
佑
紀（
国
史
・
准
教
授
）（
名
張
市
防
災
セ
ン
タ
ー
）

	

22
日	

◦
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

	

27
日	

◦
入
寮
式

	

31
日	

◦
新
入
生
登
学
日
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